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１. はじめに

家族形態の変化による､ 他者と関わる機会の減少

や親子間のコミュニケーションの問題､ また､ ゲー

ムを含むメディア接触の低年齢化など､ 今日におけ

る幼児をとりまく問題は多様化してきている｡ それ

に伴い､ 日常的にごくありふれた生活体験の活動や

機会についても､ 幼児期を念頭に据えた議論ならび

にシステムの構築が必要になってきている｡

子どもは､ 成長や発達をする過程において､ 人間

として生活していく上で必要な基礎能力を身につけ､

望ましい人間形成を培っていかなければならない｡

さらには､ 私たち大人が､ 子どもにふさわしい生活

を保障していくことも必要とされている｡ 特に幼児

は未成熟､ 未発達であるため､ 幼児の発達の特性に

合った対応を､ 大人がきちんと理解したうえでとる

必要がある｡ そして､ 幼稚園や保育所では､ 幼稚園

教育要領や保育所保育指針の中でこれらのことを指

導､ 支援する役割を担うにあたり､ 保育内容が設定

されている｡

保育内容では､ 幼児が将来にわたって望ましい発

達をとげるために､ 幼稚園や保育所で子どもたちが

非是とも経験しておくことが望まれる事項について

事細かに規定されている｡ その内容を生活体験の視

点から取り上げてみると､ 幼稚園教育要領では､

｢生きる力を育てる｣ ことを目標に､ 幼児が遊びを

中心とした生活をとおして､ また豊かな生活体験を

とおして自我の形成を図り､ 生きる力の基礎を培う

ことを基本方針としている｡ また､ 保育所保育指針

では､ 子どもが現在を最もよく生き､ 望ましい未来

をつくり出す力の基礎を培うことを目標としており､

３歳以上児においては幼稚園教育要領と同じように

｢生きる力｣ の基礎を育てる内容となっている｡ そ

して､ 幼稚園教育要領や保育所保育指針では､ 幼児

が環境にかかわって活動しながら､ その活動の中で

どのように育っているのかを確認する視点として､

｢５領域｣１) が示されている｡

このような幼稚園教育要領や保育所保育指針に沿っ

て､ 幼児期にある子どもが生活の大半を過ごす幼稚

園や保育所では､ 食育や動植物の飼育､ 栽培､ また

さまざまな事業と関連付けながら､ 保育活動の一環

として生活体験の機会が設けられている｡ しかしな

がら､ その多くは事業の企画､ 実施で終えられてお

り､ 研究的にその意義や必要性についての理論的検

討の機会は少なかったように思われる｡ すなわち､

今後幼稚園や保育所における生活体験活動の意義に

ついて､ 保育内容と関連付けながら明らかにしてい

くことが必要であると考えるのである｡ 本稿ではこ

れらを明らかにする前段階として､ 幼児の生活体験

の研究がさまざまな分野において､ 如何になされて

きているのか､ その動向について先行研究をもとに

整理することを目的とする｡

なお､ 先行研究を下記に整理してみたが､ 現段階

での単独の研究をまとめることだけで､ 何らかの理

論的枠組みを提示するまでには至っていない｡ それ

は､ 単独の先行研究の中に占めるこのテーマの割合

が少ないことが要因であることは否定できない｡ そ
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のため､ 多くの先行研究の中から､ このテーマに当

てはまる部分を抜粋し､ それらをまとめることによっ

て先行研究のレビューとしたい｡

２. 先行研究による幼児の生活体験に関する事例と

提案

先行研究では､ 幼児の生活体験について､ 以下の

とおりいくつかの事例と提案がなされている｡ そこ

では､ 幼児期における生活体験の必要性を､ 幼稚園

や保育所での取り組みを通して明らかにする研究が

典型である｡ また､ 幼児の生活体験に関する事例研

究については､ 幼稚園や保育所でおこなわれている

生活体験に関連する取り組みを事例として報告し､

観察やインタビューから得られたデータを分析し考

察する研究が主流であるといえる｡

ここで示す事例や提案は､ 全国的に多数行われて

いる幼児の生活体験活動等において一般化される内

容として捉えるのではなく､ 現状を把握した上で､

今後より一層取り組みを強化する必要性がある項目

や提案として取り上げる｡

飽食時代と言われる現代社会において､ 家族形態

の変化や保護者の就業形態の変化は､ 食事の欠食や

偏食などのように､ 子どもの食生活や食行動に異変

をきたしている｡ ｢現在みられる子どもたちの食行

動の自立の未完成さは､ 決して子育て真っ最中の20

～30代の親たちだけによって引き起こされたことで

はない｡ すでに､ この年代の親たちにも子どものこ

ろから食生活体験の欠如が起こっていた｣ というよ

うに､ 今日においては食生活の伝承がなされないこ

とによる､ 自立の未完成が指摘される (小松

2001)２)｡ そこでは､ 子どもの食行動の自立に向け

て､ ①乳幼児を対象にした栄養教育の必要性､ ②乳

幼児の親を対象とした子どもの食行動の発達課題に

ついて学習する機会の提供､ ③連続的な食生活体験

に向けた食教育体系の再構築が提案されている｡

このような背景を受け､ 林ら (2002)３) は､ 幼稚

園児を対象に食材体験活動を行い､ 食行動の自立に

向けた活動プログラムを通して､ 子どもの食材に対

する愛着形成ならびに､ 偏食改善について調査､ 研

究を行っている｡ 幼稚園児に対し､ 連続した食材体

験活動の機会を設定し､ 活動の観察から得られたデー

タならびに､ 活動前後におこなった園児へのアンケー

ト調査の結果から､ 食材に直接触れることで食材へ

の愛着心が形成され､ 偏食の改善に繋がるという結

果を導き出すとともに､ 連続的な体験活動の重要性

を示唆するものである｡

一方尾崎 (2005)４) は､ 幼児の絵本との関わりに

着目する｡ また､ 保育内容の ｢５領域｣ にある言葉

の領域にも､ 乳幼児の発達と絵本については具体的

にその方針が示されていることから､ ここでは絵本

が幼児の精神発達にどのような影響を果たしている

のかについて検討されている｡ さらに､ 保育者によ

る読み聞かせの際の留意点をまとめる作業を通し､

幼児の世界観を根底から支えているのが �想像力�

であり､ それが発明や発見へとひろがっていくこと｡

そして､ 子どもの心豊かな成長のためには､ 子ども

たちの想像力を思いきり飛翔させ､ �感動�する心

を繰り返し体験させることの重要性を示している｡

さらに､ 現代社会において内在するさまざまな問

題を､ 幼児の発達や子育ての視点から追及する研究

もある｡ 例えば爪田 (2005)５) は､ 貧困問題に着目

し､ 幼稚園児へのインタビュー調査から､ 子どもの

育つ環境の違いによって得られる生活体験の種類や

頻度が異なることを明らかにしている｡ さらに､ 保

育所において積極的に生活体験を設定している場合､

子どもたちの他者認識､ 他者との共感能力が習得し

やすいことなどの結果を受け､ 周囲の環境から働き

かけられて身に付ける人間としての知識や技能を､

保育所でも習得していけるよう､ 支援的役割を担う

必要性を示している｡

また三村ら (2006)６) は､ 保育現場における ｢個

の尊重｣ の捉えられ方について､ ジェンダーの視点

から分析している｡ そして､ 保育士と保護者へのア

ンケートから､ 一人一人の子どもを尊重することを

理念として重視しながらも､ 実際はジェンダーを再

生産している実態から､ ｢個の尊重｣ を実体化する

ことが阻害されている現状を明らかにするとともに､

真の意味での ｢個の尊重｣ を実現していくためには､

個別カテゴリーが ｢自然な枠組み｣ であるとする根

強い誤認を突き崩していく自己教育プログラムが必

要であると指摘している｡

その他､ 家庭で育つ乳幼児の現状に着目した高山

(2004)７) は､ 家庭で育つ乳幼児の現状を､ 地域の
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子育てサロンおよび子どもとメディアをテーマに取

り組む���団体の活動､ 調査から把握し､ 乳幼児

のメディア接触の早期化・長時間化や家庭内への引

きこもりに伴う子どもの遊びや人との関わり体験の

機会の減少を指摘する｡ そしてその要因として①遊

ばせる場所の少なさ､ ②遊び環境の質の貧しさ､ ③

遊びの必要性に対する親の認識の低さの３点を整理

している｡ そしてその解決策として､ ①乳幼児のメ

ディア漬けの危険性を広く知らせる､ ②遊びの重要

性を乳幼児の親に知らせる､ ③遊びの場をつくると

いう３点を提示している｡

以上のように､ 事例と提案を例示してきた｡ ここ

では､ 活動実践の検討による状況整理や課題整理を

もとに､ 各々の視点で今後のさらなる発展に向けた

提案がなされている｡ しかし､ 現段階において幼児

における生活体験そのものを問う設問はなされてお

らず､ 今後このような視点での調査､ 研究が求めら

れよう｡

３. 保育士養成課程ならびに保育内容の視点に立つ

研究

以上のような､ 幼児の生活体験の重要性について､

実践事例を用いて検討していく研究が主流な中､ 幼

児の生活体験について､ 保育士養成教育の視点から

研究されているものも少なくない｡

中央教育審議会でも指摘されているように､ 今日

幼稚園や保育所において､ 教員や保育士自身の外遊

びの体験不足が問題になってきている｡ その影響か

ら､ 幼児が遊びながら楽しく運動するような指導が

うまくできないなどの状況も起きてきている｡ 枝松

(2003)８) は ｢保育者は､ 幼児が主体的に様々な活

動を体験できるような環境を設定したり､ 援助する

重要な立場である｣ という認識のもと､ 保育士養成

課程に所属する学生を対象にアンケート調査を行い､

幼少期にどの程度体験活動を行ってきたのかについ

て､ 遊び体験､ 生活体験､ 自然体験を中心に明らか

にしている｡ 中でも生活体験については､ ｢小さい

子と一緒に遊ぶことは経験しても､ オムツを替えた

りミルクをあげることはしていない｣ というような､

幼児との部分的､ 単発的関わりを傾向として指摘し

ている｡

一方､ 学生の生活体験不足の状況を少しでも解消

すべく､ 長根 (2004)９) は授業におけるオペレッタ

への取り組みから､ 学生の ｢子どもの立場を考慮し

た保育センス磨き｣ に着目している｡ そして保育内

容の ｢人間関係｣ や ｢表現｣ との関連から､ 学生の

感情の流れや ｢思い｣ の余韻､ 能力の個人差などを

考慮し直接的・間接的な指導が必要である事､ 常に

環境構成を心がけることの重要性を指摘している｡

この長根の研究のように､ 保育内容の観点から検

討している研究は珍しくない｡ 高原ら (2007)10) は､

身体表現に対する保育者自身の経験不足や子どもの

生活体験不足が指摘される状況を受け､ 身体表現本

来の特性を生かせるイメージや動きをベースにした

表現遊びを保育現場に定着させていく必要性を指摘

している｡ その際に､ 保育者養成校として､ イメー

ジや動きを引き出す身体表現の指導法を確立してい

く必要性を示している｡ 調査では､ そのための実態

把握が目的に据えられており､ 保育経験年数が浅い

ほど子どもへの共感や承認に高い意識や配慮が持た

れていること､ 表現を自分なりに楽しむための雰囲

気作りを基本に､ さまざまな工夫がなされているこ

とを明らかにしている｡

保育内容の ｢表現｣ に限らず､ ｢環境｣ の分野で

も体験不足が指摘されている｡ 学生の自然体験や食

物の栽培体験不足に着目する小田 (2007)11) は､ 学

生を対象とした栽培体験学習を通して､ さまざまな

ねらいの達成を期待するものの､ ｢すでに生活体験

や生活経験の不足から､ ねらいの達成は十分にでき

なかった｣ と結論で述べている｡ このような保育内

容の ｢環境｣ の捉え方について爪田 (2003)12) は､

子どもの成長にとって大切なのは､ ｢環境ではなく

環境をくみ取る体験である｣ とし､ ｢環境は子ども

の周囲に独立して存在しているもの｣ であり､ ｢環

境と子どもの間に働きかけたり､ 働きかけられたり

する相互作用が行われた時､ 子どもの成長と発達に

影響を与える体験が生み出される｣ と説明する｡ そ

して､ このような子どもたちに豊かな生活体験を与

える実践として､ 世代間交流事業､ 異年齢児との交

流事業を取り上げ､ 旧産炭地の社会問題を積極的に

解決していく保育所の保育内容および取り組みを事

例に､ 分析を行っている｡

また東内 (2005)13) は､ 子どもの基本的な生活習

慣や言葉､ 五感の獲得のためには､ 子どもの日常生
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活自体をつくりかえていくことが急務の課題である

と指摘し､ それに対する対応の一つとして､ 保育士

と保護者が共同で保育をつくっていく ｢共同保育｣

に着目する｡ そして､ 大阪にある共同保育所を事例

に､ 保育における ｢共同｣ の思想の意義について検

討している｡ ここでは､ 保育において ｢共同｣ の思

想を基盤にすることで､ 保育者と親との間に弱さを

真摯に受け止めあう信頼関係がつくられること｡ そ

してこのような保育における ｢共同｣ の思想がある

からこそ､ 親の子育てを支え合うための ｢共同学習｣

と､ 保育の専門性からの ｢系統学習｣ との循環構造

が成立すると指摘する｡

４. 子ども時代の生活体験が及ぼす影響

最後に､ 生活体験がある社会現象の一要因として

取り上げられている研究について大まかに概観して

いく｡ ここでは､ その中でも生活体験というキーワー

ドで調査､ 分析が行われている研究について整理し

ていきたい｡

高玉 (1993)14) は､ 児童虐待問題における子ども

の養育者である親の基本的特徴について､ 親の成人

後の生活体験を中心に洞察している｡ その結果､ 欧

米､ 日本を問わず､ 虐待親の性格は間接的には社会

的､ 経済的要因に抱束されながらも､ 直接的で､ よ

り一般的には個人の精神的､ 成育的要因が大きく作

用して形成されていることを明らかにしている｡

さらに三浦ら (2006)15) は､ ｢幼稚園から中・高

校生まで､ それぞれの発達段階にあった飼育教育を

行うことが必要である｣ という前提のもと､ 具体的

殺生行動に関する賛否や認識基準に､ 価値観や生活

体験あるいは殺生行動の可能性がどのように影響し

ているのかを分析している｡ ここで生活体験尺度と

して､ 自然体験､ ペットの飼育､ 遊び経験､ 孤立経

験､ 残酷場面の仮想経験､ 身近な死の経験､ 食物最

終体験など22項目を取り上げ､ 分析を行っている｡

その結果として､ 殺生行動の可否については､ 全体

的な傾向として価値観よりも生活体験のとの関連が

強いことから､ どのような遊びを子ども時代にして

きたかによってどのような殺生行動が可能かが左右

されることを明らかにしている｡ なお､ ここで殺生

行動は､ 人間が生きていくうえで必要な殺生とそう

でない殺生とに分けて検討されており､ ｢仲間や自

然との体験｣ が ｢他者への関心｣ とプラスの関与を

示すのに対し､ ｢高齢者の否定｣ とはマイナスの関

与を示すなどの詳細な分析､ 検討がなされている｡

また､ 一般的な見解として､ 子どもの教育上 ｢残酷

なゲーム・マンガ体験｣ は悪いもの､ ｢ペットの飼

育体験｣ は良いものととらえられがちであるが､ 調

査の結果から､ 実際には ｢良い・悪い｣ とすぐに判

断できるような単純なものではなく､ 複雑な仕組み

で生活体験が価値観に影響を与えていることが示唆

されている｡

５. まとめ

今回､ 多数の先行研究をまとめ､ それらを踏まえ

てこのような形に集約した｡ 先行研究のパターンと

しては､ 実際の事例を提示している場合と､ 理想に

基づいた具体策やモデル､ 実践の提示が中心であっ

た｡ その他､ 今日の子どもをとりまく社会問題を検

討していく一つの視点として､ 生活体験が位置づけ

られている研究にも触れることができた｡

ここで検討していった研究は､ ｢幼児の生活体験｣

をキーワードに集めたものを中心に扱っている｡ し

かし､ ｢生活体験｣ というキーワードを用いなくと

も､ 類似した概念を用いて調査､ 研究がなされてい

ることも推測できることから､ 今後さらに視野を広

げて整理していく必要性がある｡

今後の課題としては､ このような作業を進めなが

ら､ 幼稚園や保育所における､ 幼児の生活体験の意

義について具体的に検討していきたい｡

[引用文献]

１) この ｢５領域｣ は､ 保育の目標を達成するために､ 保育

者が援助して子どもに身につけていくことが望まれる事

項を発達の側面から示したものである｡ 具体的に､ 発達

の側面から５つの領域が設けられている｡ すなわち､ 心

身の健康に関する領域である ｢健康｣､ 人との関わりに

関する領域である ｢人間関係｣､ 身近な環境との関わり

に関する領域である ｢環境｣､ 言語の獲得に関する領域

である ｢言葉｣､ 及び感性と表現に関する領域である

｢表現｣ の５領域である｡

２) 小松啓子 ｢子どもの生きる力を育てる連続的な食生活体

験の意義―幼児期の食行動の自立をとおして―｣ (2001)

『生活体験学習研究』 創刊号､ 日本生活体験学習学会､

19�27頁｡

日本生活体験学習学会誌 第10号86



３) 林伸子､ 岡村真理子､ 小松啓子 ｢幼稚園における食材

体験活動と子どもたちの野菜嗜好の変化｣ (2002) 『生

活体験学習研究』 第２号､ 日本生活体験学習学会､ 55�

64頁｡

４) 尾崎恭子 (2005) ｢幼児の精神発達と絵本｣ 『中国学園

大学紀要』 第４号､ 61�67頁｡

５) 爪田寿子 ｢子どもの育成環境から生じる生活体験の差

異｣ (2005) 『生活体験学習研究』 第５号､ 日本生活体

験学習学会､ 31�41頁｡

６) 三村保子､ 力竹由美 ｢保育・子育て実践における 『個

の尊重』 ―ジェンダーの視点から再考する―｣ (2006)

『西南女学院大学紀要』 第10号､ 143�152頁｡

７) 高山静子 ｢乳幼児期の遊びの不足とそれを補う仕組みづ

くり｣ (2004) 『生活体験学習研究』 第４号､ 73�79頁｡

８) 枝松三佳 ｢保育者養成校における学生の体験活動につ

いて｣ (2003) 『近畿大学豊岡短期大学紀要』 第31号､

９�15頁｡

９) 長根利紀代 ｢保育者を目指す学生への授業効果につい

て―オペレッタを教材として―｣ (2004) 『名古屋柳城短

期大学研究紀要』 第26号､ 91�107頁｡

10) 高原和子､ 瀧信子､ 宮嶋郁恵 ｢保育者の保育内容 『表

現』 の関わりとその方法―表現活動を引き出す手だてに

ついて―｣ (2007) 『福岡女学院大学紀要』 第８号､ 人

間関係学部編､ 57�62頁｡

11) 小田賢司 ｢保育内容Ⅱ 『環境』 の演習についての一工

夫―簡便な方法による野菜栽培についての体験的学習―｣

(2007) 『長崎短期大学研究紀要』 第19号､ 113�118頁｡

12) 爪田寿子 ｢旧産炭地自治体の保育実践―川崎町保育所

における保育の現実と展望―｣ (2003) 『日本生活体験

研究』 第３号､ 77�83頁｡

13) 東内瑠里子 ｢保育における 『共同』 の思想と保育内容

の展開―アトム共同保育園を事例として―｣ (2005)

『九州大学大学院教育学コース院生論文集』 第５号､ 73�

87頁｡

14) 高玉和子 ｢児童虐待問題に関する一考察 (３) ―虐待

親の基本的特徴―｣ (1993) 『駒沢女子短期大学研究紀

要』 第26号､ 51�56頁｡

15) 三浦香苗､ 石井正子､ 田中千穂 ｢学生・教員の殺生行

動に関する認識構造を規定する要因―生活体験・価値

観・殺生可能性は殺生への態度に影響を与えるか―｣

(2006) 『学苑・人間社会学部紀要』 第784号､ 昭和女子

大学､ 19�39頁｡

[参考文献]

(１) 佐藤公則 ｢ある自閉症児の14年間の生活記録｣ (1988)

『情緒障害教育研究紀要』 第７号､ 99�106頁｡

(２) 鈴木恵津子 ｢保育士養成校における音楽教育の意義―

子どもの心身の発達と音楽とのかかわりを踏まえて―｣

(2002) 『鎌倉女子大学紀要』 第９号､ 107�113頁｡

(３) 角南良幸､ 池上寿伸､ 坂元康成､ 中谷敏昭 ｢保育内

容・領域 『健康』 からみた幼児の瞬発力と下肢筋力測

定について―性・年齢の影響と新しい測定に関する子ど

も達の反応―｣ (2007) 『福岡女学院大学紀要』 第８号､

人間関係学部編､ 51�56頁｡

(４) 増田榮 ｢幼児期の道徳的心性の形成と教師の役割に

関する研究ノート｣ (2007) 『福岡女学院大学紀要』 第

８号､ 人間関係学部編､ 107�114頁｡

(５) 三浦香苗､ 長澤陽平､ 石井正子 ｢大学生向け殺生行

動尺度の作成の試み―子ども時代の生活体験の効果の

分析を通して―｣ (2004) 第761号､ 昭和女子大学､ 27�

39頁｡

｢保育内容｣ と幼児の生活体験 87


